
　
　
　

ず
、
世
界
遺
産
の
そ
も
そ
も

　
　
　

の
目
的
と
は
「
世
界
的
に
歴

史
価
値
の
あ
る
遺
跡
や
建
築
物
な
ど

を
保
護
す
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
世
界
遺
産
に
選
ば
れ
た

建
築
物
は
増
改
築
が
で
き
な
く
な
っ

た
り
、
古
墳
群
の
よ
う
な
広
範
囲
に

渡
る
も
の
で
あ
れ
ば
地
域
の
都
市
計

画
に
も
制
限
が
掛
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
仁
徳
天
皇
陵
を
含
む
百
舌
鳥

　
　
　

成　

年
か
ら
世
界
遺
産
登
録

　
　
　

を
目
指
し
て
き
た「
百
舌
鳥
・

古
市
古
墳
群
」
。
現
在
、
国
の
審
議

会
に
て
年
に
一
つ
選
ば
れ
る
「
国
内

推
薦
」
の
審
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、

７
月
中
に
も
そ
の
可
否
が
決
ま
る
予

定
で
す
。
こ
こ
で
晴
れ
て
選
ば
れ
れ

ば
、
平
成　

年
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺

産
委
員
会
に
て
登
録
へ
の
最
終
審
査

を
仰
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す 

。

　
　
　

こ
に
き
て
百
舌
鳥
・
古
市
古

　
　
　

墳
群
を
巡
る
動
き
も
賑
や
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
５
月
に
は

堺
・
藤
井
寺
・
羽
曳
野
の
地
元
三
市

の
市
議
に
よ
る
議
員
連
盟
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
（
私
は
府
議
の
立
場
上
、

顧
問
と
し
て
参
加
）
。
ま
た
、
３
月

に
は
近
畿
地
方
選
出
の
議
員
が
中
心

と
な
っ
て
超
党
派
の
国
会
議
員
連
盟

が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
６

平こ

ま

　
　
　

う
一
つ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
付

　
　
　

随
的
な
効
果
で
は
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳

群
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
こ
と

で
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
か
ら
も

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
観
光
客
が
そ
の
地
域

で
物
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
こ
と

も

月　

日
に
は
堺
市
総
合
福
祉
会
館
に

て
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
世
界

遺
産
登
録
を
応
援
す
る
堺
市
民
の
会
」

の
設
立
記
念
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
方
面
で
世

界
遺
産
登
録
に
向
け
た
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
永
藤
タ
イ
ム
ズ
７
月

号
は
、
国
内
推
薦
の
可
否
を
間
近
に

控
え
て
、
そ
の
価
値
と
登
録
の
メ
リ

ッ
ト
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

古
墳
群
は
以
前
は
１
０
０
を
超
え
る

古
墳
が
存
在
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
太
平
洋
戦
争
後
の
宅
地

開
発
な
ど
で
多
く
の
古
墳
が
破
壊
さ

れ
、
今
で
は
約　

基
し
か
残
っ
て
い

ま
せ
ん
。
世
界
遺
産
登
録
は
、見
境

の
な
い
開
発
行
為
が
で
き
な
い
よ
う

に
制
限
を
掛
け
る
と
同
時
に
、古
墳

群
が
あ
る
地
域
に
暮
ら
す
私
た
ち
が

貴
重
な
価
値
を
再
認
識
す
る
こ
と
に

も
繋
が
り
ま
す
。

に
よ
っ
て
、
地
域
の
商
店
や
観
光
産

業
の
利
益
が
伸
び
る
こ
と
で
雇
用
や

税
収
の
増
加
が
期
待
で
き
ま
す
。
ひ

い
て
は
府
民
市
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
も
繋
が
り
ま
す
。
世
界

遺
産
登
録
に
よ
っ
て
、
国
内
外
の
多

く
の
人
た
ち
か
ら
注
目
さ
れ
、
私
た

ち
地
域
住
民
も
あ
ら
た
め
て
そ
の
価

値
を
再
認
識
し
、
後
世
に
渡
っ
て
守

り
伝
え
て
い
く
。
世
界
遺
産
登
録
に

は
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
私
は
考
え

て
い
ま
す
。

「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」

に
は
、
い
く
つ
の
古
墳
が

あ
る
の
？　

合
計
で
約
１
３
０
基
、

そ
の
う
ち
古
墳
時
代
最
盛
期

の　

基
が
構
成
資
産
に

な
っ
て
い
る
よ
。

そ
う
だ
よ
ね…

そ
ん
な
に

小
学
生
の
頃
に
遠
足
で

行
っ
た
記
憶
が
あ
る
け
ど
、

身
近
す
ぎ
て
普
段
あ
ま
り

意
識
も
し
て
な
か
っ
た
！

古
墳
群
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ・マ
ッ
プ
を

持
っ
て
、久
々
に
見
に
行
っ
て

み
よ
う
か
な
！

僕
た
ち
堺
市
民
が

そ
の
価
値
を
再
認
識
し
な

が
ら
、日
本
だ
け
で
な
く

世
界
の
人
た
ち
に
も
堺
に

貴
重
な
古
墳
群
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
ほ
し
い
な
。

い
い
ね
！
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身近に感じる、貴重な古墳群
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6月27日の「堺市民の会」設立記念式より

!!



http://www.nagafujihideki.com

月刊永藤タイムズの
バックナンバーを
ホームページにて
公開しています。
http://www.nagafujihideki.com

毎月
発行し

て
います！

[ 永藤英機　プロフィール ]
昭和51年7月13日生まれ。
大阪府立大学経済学部を卒業後、ＳＥとし
てコンピュータ会社勤務、その後ファイナンシ
ャルプランナーとして株式会社を設立。2008
年2月に橋下知事が誕生し、「今なら大阪が
本当に変わるかもしれない」と共に大阪府政改
革に取り組むことを決意。2015年4月、大阪府
議会議員に二期目の当選。（堺市堺区選出）
大阪維新の会大阪府議団・副政調会長

ながふじひでき

月刊永藤タイムズバックナンバー案内

ながふじひでき

３名様以上お集まりの場に
お伺いして、府政の現状に
ついて直接お伝えします。
右下に記載の電話、ＦＡＸ、
メールなどでご相談ください。
（会費無料)

出前　　　報告会、行います！府政

まで！
〒590-0971 堺市堺区栄橋町 1 丁 7-3 栄橋ビル4階 ご意見、ご感想をお寄せ下さい！

ご意見、ご感想をお寄せ下さい！

TEL (072)228-3331 WEB : http://nagafujihideki.com/  

FAX: (072)344-5676  MAIL :  info@nagafujihideki.com

永藤英機事務所
大阪維新の会 大阪府議会議員

■ 府政に関する相談やお問い合わせは

永藤英機
事務所 南海
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線
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●ジャパン

●ポルタス
　センタービル

●family mart
●神明神社

●コンフォート
    ホテル堺

●ジャパン

●ポルタス
　センタービル

東口

南口

府政トピックス 百舌鳥・古市古墳群の価値を考える百舌鳥・古市古墳群の価値を考える

コラム「世界遺産を目指して」

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
が
持
つ
価
値
に
つ
い
て
、３
つ
の

視
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
的
に
有
名
な
墳
墓
と
し
て
、エ
ジ
プ
ト
の「
ク
フ
王
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」や
中
国
の「
秦
の
始
皇
帝
陵
」が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
ど
ち
ら
も
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
仁
徳
天
皇
陵
の
平
面
積
は
そ
れ

ら
よ
り
大
き
く
、し
か
も
ほ
ぼ
完
璧
な
状
態
で
残
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
ま
で
手
続
き
の
関
係
で
遅
れ
て
い
ま
し
た

が
、上
記
の
こ
と
か
ら
も
世
界
遺
産
と
な
る
資
格
は
十
分

に
備
え
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

国内推薦の審査結果を間近に控えて、永藤タイムズ7月号は「百舌鳥・

古市古墳群の世界遺産登録」特集号としました。私も議員一年目の本会

議での一般質問をはじめ、これまで議会で何度も「百舌鳥・古市古墳群」

について議論を行ってきました。日本に世界遺産は数多くありますが、

「日本」遺産ならまだしも、本当に世界遺産として適しているのか首を

かしげるものも少なくないと感じています。その意味ではまさにこの

「百舌鳥・古市古墳群」こそが世界遺産に相応しく、現時点で他に匹敵

するものはないと考えています。堺が誇る貴重な歴史資産をこれからも

守り伝えていくという意味でも世界遺産登録は大きなきっかけとなりま

す。私たち地域住民にとって「あたりまえ」のように慣れ親しんできた

古墳群ではありますが、もう一度その価値を見つめ直し、次の世代に継

いでいく一歩とするために、皆様の世界遺産登録へのより一層の力強い

応援をお願いしたいと思います。

国内推薦の審査結果を間近に控えて、永藤タイムズ7月号は「百舌鳥・

古市古墳群の世界遺産登録」特集号としました。私も議員一年目の本会

議での一般質問をはじめ、これまで議会で何度も「百舌鳥・古市古墳群」

について議論を行ってきました。日本に世界遺産は数多くありますが、

「日本」遺産ならまだしも、本当に世界遺産として適しているのか首を

かしげるものも少なくないと感じています。その意味ではまさにこの

「百舌鳥・古市古墳群」こそが世界遺産に相応しく、現時点で他に匹敵

するものはないと考えています。堺が誇る貴重な歴史資産をこれからも

守り伝えていくという意味でも世界遺産登録は大きなきっかけとなりま

す。私たち地域住民にとって「あたりまえ」のように慣れ親しんできた

古墳群ではありますが、もう一度その価値を見つめ直し、次の世代に継

いでいく一歩とするために、皆様の世界遺産登録へのより一層の力強い

応援をお願いしたいと思います。

「
古
墳
」は
全
国
に　

万
基
以
上
存
在
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。墳
丘
長
が
２
０
０
ｍ
を
超
え
る
古
墳
は
全
国
に　

基
近
く
あ
り
ま
す
が
、そ
の
う
ち
ト
ッ
プ
３
の
大
き
さ
を

占
め
る「
仁
徳
天
皇
陵
古
墳
」「
応
神
天
皇
陵
古
墳
」「
履
中

天
皇
陵
古
墳
」な
ど　

基
が
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
に
存
在

し
て
い
ま
す
。こ
れ
ほ
ど
巨
大
な
古
墳
が
集
中
し
て
い
る

地
域
は
他
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

規
模
か
ら

最
大
の
古
墳
で
あ
る
仁
徳
天
皇
陵
で
は
、築
造
の
た
め
に

ピ
ー
ク
時
に
２
０
０
０
人
が
働
き
、　

年
以
上
を
費
や
し

た
と
い
う
試
算
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
ほ
ど
の
労
働
力
と
時

間
を
費
や
し
て
墳
墓
を
作
る
こ
と
は
、そ
れ
だ
け
強
力
な　
　

権
力
者
と
そ
れ
を
支
え
て
い
た
集
団
が
存
在
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、巨
大
古
墳
群
は
日
本
に
お
け
る
初
期
的
な

国
家
の
政
治
・
社
会
状
況
を
示
す
も
の
と
し
て
大
き
な
意

義
が
あ
り
ま
す
。

築
造
の
過
程
か
ら

当
時
の
国
内
で
は
流
通
し
て
い
な
か
っ
た
鉄
製
品
や
金
銅

製
の
装
身
具
や
馬
具
、ペ
ル
シ
ャ
の
ガ
ラ
ス
器
、最
新
技
術

で
制
作
さ
れ
た
刀
剣
や
甲
冑
類
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
大
量
な
副
葬
品
は
古
墳
の
被
葬
者
が
突
出
し
た

権
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
と
同
時
に
、こ
の
地
域
と

当
時
の
東
ア
ジ
ア
と
の
交
流
が
活
発
で
あ
っ
た
こ
と
を
表

し
て
い
ま
す
。

副
葬
品
か
ら

11

40

15

16


